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川口市の税金の使い方をくらし優先へ、市民とともに考える市政への転換を

⦿公設公営保育所の民営化を進める市の姿勢は問題
　保育所の運営に対する支出では、 2020年度は新たに公立の芝南保育所を指定管
理者に管理運営を委ねています。 公設公営保育所と民間保育施設の施設数、 入所児
童数とのバランスは、 すでに民間保育施設が多く占めています。 地域の保育の平準化
や多様化する保育ニーズ、 家庭状況に柔軟に対応できる公設公営保育所を減らすべ
きではないと考えます。 また民間保育所の保育士の給料が低いことは問題となってお
り、 市独自で処遇改善の加算をしているにも関わらず民間運営にすることで、 人件費を
安く抑えたことを成果とするような市の姿勢は問題です。

⦿学校教育での競争を煽るより、１人ひとりに行きとどいた教育環境を
　学校教育の学力向上支援事業にかかわって、 新型コロナウイルス感染拡大の懸念
から昨年度は４．５月が休校となり、 子ども達の学校での感染対策や学習保障のため
に通常の学校生活を送ることもできない状況でした。 こうした状況の中で、 国による全
国一斉の学力調査は中止となりましたが、 市は任意であった県の学力テストに加え、市
の低学年の学力調査も学校に配布しています。 コロナ禍の状況でも子ども達と学校現
場に負担を押し付けることはするべきではなかったと考えます。 少人数学級や、 教員の
数を増やし１人ひとりに行きとどいた教育を進めるべきです。

　川口市の2020年度決算を審査する決算委員会は10月18日～22日に行われました。
日本共産党市議団から一般会計及び特別会計決算は松本さちえ議員、 企業会計決算
は板橋ひろみ議員、 矢野ゆき子議員がそれぞれ委員となり市民の声が活かされた市
政運営だったのか、 また来年度に活かすべき改善点があるのか質しました。

一般会計及び特別会計決算での日本共産党市議団の主な意見

⦿税金をつかっての大規模な道路開発や再開発は見直しを
　近未来技術等社会実装事業は自動運転バスの実証運行等が実施されました。２年
間で総額約１億409万円もかけ、 課題も多く、 この事業の実施には市民から実施を希
望する意見はないのに進めてきたことは問題です。
　また、 川口栄町３丁目銀座地区第１種市街地再開発事業に５億4211万６千円、
川口本町４丁目８番地区優良建築物等整備事業に１億3708万円と、２つの民間主
導の再開発事業に６億7900万円超の多額の費用が執行されています。 さらに、 都市
計画街路整備事業は、９路線の残事業費の総額が295億円と膨大です。 単年度進捗
率も低く、 特に駅周辺の大型道路開発は昨今の状況からみてもこれ以上の大規模道
路開発に税金が使ことはやめるべきです。

⦿国民健康保険税の引き上げではなく、 だれでも払える保険税に
　2020年度は県への納付金の減額などで 「その他一般会計からの繰入」（赤字）は一
時的に解消しました。 一方、 新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、 保険税の特
例減免も多くの方が申請するなど市民の国民健康保険に加入する世帯の生活状況は
厳しいことは明白です。 そのような中、 国の改定に合わせ国民健康保険税の賦課限度
額が３万円引き上げられ、 その影響を受けた世帯は1778世帯、 引き上げとなった所
得階層も一般的に高所得とは言えない世帯で、 市民に重い負担を強いています。

⦿まちづくりに市民の声を活かすことが重要
　「東川口行政センター開設準備」：2020年度はプロポーザルによる優先交渉権者の
決定と基本協定書の締結など事業が進みました。 しかし地域の住民から様々な意見が
寄せられており、 より丁寧な住民への説明や意見聴取の機会を設け、 事業に活かすこ
とができたのではないかと考えます。
　「美術館建設基本計画の策定」：地域住民からは不安と疑義の声があがっています。
地域と住民の協力がなければ禍根を残すことになり、 基本計画の結果だけをもって推
し進めることのないよう住民の意見を丁寧に事業に活かすことが必要です。
　「新井宿駅北側及び戸塚安行駅南側地区区画整理事業」：当該権利者の方々からは、
市の計画ありきでは、 各々の意見がある場合単純んな賛成や反対と言った意見を応え
ることができないとの声もあります。 今後のまちづくりについて権利者の合意を図るこ
とが重要です。

2020年度決算委員会での審議から　　
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お問合わせは

川口市子ども発達相談センター
「るるる」について

　「落ち着きがない」 「こだわりが強い」 「言葉が遅い」など、 お子さんの発達につい
て気になることや、 心配なことなど相談を受け付けます。 小児科医、 臨床心理士、作
業療法士、 言語聴覚士の専門相談や、 関係機関への訪問などを通して、 不安や悩
みを一緒に考えます。

主な事業はどうなってますか？
発達相談（個別相談） ・ 小児科医、 臨床心理士、 作業療法士、言語聴覚士による
専門相談 ・ 親子教室 ・ 保育所、 幼稚園、 小学校などへの巡回訪問。

利用方法はどうなっていますか
電話相談／随時受け付けています。
面接相談／事前に電話で面接日を予約してください。

川口市子ども発達相談センター「るるる」
所在地：川口市青木3-17-11（市役所青木三丁目分室2階）
電話：048-259-9048（直通）・ファックス：048-257-1520

気候危機を打開するために
市長宛てに［2030戦略］を提出

　日本共産党は、 世界各地で起こっている異常な豪雨、 台風、 猛暑、 森林火災、干ば
つ、 海面上昇などに起因する気候危機問題を重視し、 「気候危機を打開する日本共産
党の2030戦略」 を提言しています。 これは2030年度までにCo2 を、 50～60％削減
することを目標として省エネルギーと再生可能エネルギーを組み合わせて実行するこ
とによって、「社会全体の省エネルギー化を進め、 2030年までに電力消費を20～30
％削減する。」、 「2030年までに石炭火力、 原発の発電量はゼロとする。」、「化石燃料
から再生可能エネルギーへの転換を進め、 2030年に電力の50％を再生可能エネル
ギーでまかなう。」 また、 環境を守る規制を強化し、 乱開発をなくすことによって環境
破壊や人体への悪影響を及ぼさない取り組みをすることです。
　紙面の都合上、 脱炭素に向けた2030戦略の一部を紹介しましたが、 日本共産党川
口市議団は９月議会閉会後に 「2030戦略」 のパンフレットを市長宛て （副市長が応
接） に提出。 環境問題について懇談を行いました。

　10月31日（日）からは、 英国グラスゴーで国連の気候変動枠組み条約第26回締約
国会議 （COP26） が開幕し、 温室効果ガスの排出量削減や脱炭素化に向けたルール
作りのほか、 途上国支援をめぐり議論が行われます。 今年は、 パリ協定での 「世界の
平均気温を産業革命前に比べて２度未満におさえる」 ため各国が、 より厳しい排出削
減目標を提出することが予想されます。 若者が未来に希望を持てるように、 川口市で
も環境問題を議論して 「地方自治体として出来ること」を追求していきたいと思います。




